
様式第１号（第７条関係） 

岡山市不育症治療費助成申請書 

 

 

岡 山 市 長 様 

 
下記のとおり不育症治療費の助成を受けたいので，関係書類を添えて申請します。 

なお，申請者及び配偶者の市税関係情報について調査すること，必要な場合に，岡山市以外の自治体に対して，不育
症治療費助成事業による助成の有無等及び医療機関に対して，治療の内容等について照会すること、並びに不育症検査
結果個票の内容について国へ提供することに同意します。 

記 

夫 

（  フ リ ガ ナ  ） 

氏  名 

  

                        

生年 

月日 
年    月    日  

住  所 
〒                                                    （電話番号は必ずご記入ください） 

電話      ―       ― 

妻 

（  フ リ ガ ナ  ） 

氏  名 

 

 

生年 

月日 
         年    月    日 

住  所 

（夫と同一の場合記入不要） 

〒                                                     （電話番号は必ずご記入ください） 

電話      ―       ― 

過去に岡山市不育症治療費の助成を受けたことがありますか     ない  ・  ある → 過去（    ）回受けた 

□ 今回の検査・治療に関して他市の助成を受けていない 

当該治療における 

出産の有無 

□ 有 （死産・早期新生児死亡を除く） 

□ 無 （□ 妊娠中 □ 治療継続中  □ その他 ） 

この制度をどこで 

知りましたか 
□ 医療機関   □ インターネットなど   □ チラシ・広報誌   □ その他（        ） 

申 請 金 額 （※) 金                       円 

申 請 者 氏 名                                                （実際に検査または治療を受けた方としてください） 

振込先 

(申請者の

個人名義) 

 

金融機関名 

銀行                           本店 

金庫                           支店 

農協                           出張所 ・ 支所 

預金種別 
普通 

当座 

（  フ リ ガ ナ  ) 

口座名義人 

   

  

口座番号        （左詰記入） 

注）太枠の内をご記入下さい。                                         
※  岡山市不育症治療費助成事業受診等証明書（様式第２号）の「領収金額」の欄に記載された金額。ただし，受診等証明書

の「領収金額」欄の記載が，300,000円を超える場合は300,000円とする。 
 
 
【 添付書類 】 は裏面をご確認ください。 

 

申請受理年月日 受給者番号 承認・不承認決定年月日 市税確認欄 他自治体・医療機関確認欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

助成年度 

     
 

年度目 

助成回数 

     

 

回目   
                                                             

【裏面あり】 
 

    年    月    日 



 
 
【添付書類】 

１ 岡山市不育症治療費助成事業受診等証明書(様式第２号：医療機関が発行したもの） 
２ 続柄が記載された住民票（住所及び法律上の夫婦であることを証明するもの。夫婦以外が世帯主の場合は，続柄及

び本籍が記載された住民票。また，夫婦別世帯の場合は，戸籍謄本や婚姻を証明する書
類も必要） 

３ 領収書と明細書の写し 
４ 振込先口座の分かるものの写し（キャッシュカードまたは通帳の写し） 
５ 戸籍謄本（または戸籍抄本）（治療等の開始日に法律上の夫婦であることを証明するもの。外国籍の方は婚姻証明書

等。）※初年度・初回申請時のみ必要 
６ 事実婚ご夫婦の場合は、申請の都度それぞれの戸籍謄本（または戸籍抄本）および申立書（生まれてくる子を認知

する旨の内容） 
 
 

不育症検査結果個票の内容について厚生労働省へ提供することに関する説明書 

 

（１） 報告の目的 

国において当該検査の保険適用に向けた検討等に活用するため、本事業実施都道府県等は不育症検査結果個票の内
容を厚生労働省へ報告することとなっております。 

 

（２） 報告の内容 

岡山市から厚生労働省へ報告する内容に個人名はなく、内容は統計的に集計され把握されることとなります。 

 
 


